
ZIPシ リーズの検出下限について

下記のスペクトルは、mFKRで産総研の標準玄米を10時間測定した物です。

セシウム総量、64.15Bq、 CS-137 49.04Bq、  Cs… 134 15.1lBqの試料に対してサンプル量200gで ほぼ正確な値が出ていま

す。mFHRは Cs-137に 対して、179.6カ ウント/Bqの感度を持つています。

実際の試料での検出下限を計算してみますと、Cs-13X Gros 16496cts Net l1746ctsに 注目して下さい。BGの値は、Gros

からNetを差し引く事で求められます。 BG 16496-11746=4700cts,標準偏差σはSORT(4700)=68.5ctsに 成ります。

検出下限は、3σ 以上を有効としますので、3σ =68.5x3=205.5cts、 検出下限は 205.5/179.6=1.14Bqと なります。
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n FKRのデータを解り易くするために、赤い色のスペクトルが、玄米の試料を測定したスペクトルです。

黄色のスペクトルは、パックグラウンドのスペクトルです。

緑色のスペクトルは、パックグラウンドを差し引いたスペク トルです。

mFKRは鉛の遮薇体5cmの厚さですが、パックグラウンドにまだわずかに、K-40の ピークが見られます。
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セシウム総量、64.15Bq、 CS-137 49.048q、  Cs-134 15.1lBqの 試料に対 してサンプル量100gでほぼ正確な値が出ていま

す。mFHRは Cs-137に 対して、271.8カ ウン ト/Bqの感度を持つています。

実際の試料での検出下限を計算 してみますと、Cs-13X Gros 16154cts Net 13298ctsに 注目して下さい。BGの値は、Gros

からNetを差 し引く事で求められます。 BG 16154-

13298=2856cts,標準偏差σはSORT(2856)=53.4ctsに 成 ります。

検出下限は、3σ 以上を有効としますので、3σ =.53.4x3=160.2cts、 検出下限は 160.2/271.8=0.68Bqと なります。

」

下記のスペク トルは、ZIP―Proで測定したスペク トルです。

2



File lystern lonnect Cglic Help

SXFM Model MOA ROI

IROI#1 」  F ON
□

「

H_Ch

1372

X― Axis

〈
|〉

〉
   |

〉〉くく
   |

Sn+ Peak

暇
皿

劃

黄色のスペクトルは、パックグラウンドのスペク トルです。

緑色のスペクトルは、パックグラウンドを差し引いたスペクトルです。

特筆すべきは、ZIP―Proは鉛の遠薇体9cmの厚さですが、バックグラウンドには殆ど、K-40の ピークが出ていません。

EngOこ :ib l
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ZIP―Proのデータを解 り易くするために、赤い色のスペク トルが、玄米の試料を測定したスペク トルです。
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参考までに、NaI(TI)を 使用した食品測定の場合は、検出下限の算出に、日本アイソ

います。下記の様のパックグラウン ドが殆どない状態で検出下限を計算 しています。

なります。簡単に見積もっても、短時間で0.3Bq/Kgの 検出下限になります。
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トープ協会のCs-137標 準線源を使用して

この方式であれば、簡単に0.数Bqの 値に
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下記のスペク トルは、 iFKR―ZIP、 mFKR、 ZIP―Proのバックグラウン ドの比較です。

赤い色は、 iFKR―ZIPです。黄色は、mFKRです。緑色がZIP―Proです。

ｈ

　

　

一

Ｏ
ｃ

一

一

1023ch

)

由  □

SXFM Model MOA  ROI

ROItt i  =~   1“ OWi

loこ
■ハil  

~`    
圏爾▼

|

|｀ L_Ch   i Hph
1282          1372

VFS       X― Axis

L00  1     く(〉〉  ‐

▲ |   |    )〉 くく ,
‐
 Auto l           ~

▼ |   I  Snap Peak l

EngCa‖ b l Print  Bq.Calic

SaveSpec i             l~~    ~l   Bq Calic i

RしadSpec l             l

詭 Calic l   BG File  l

Status

5



騨

Eile ttvStem ttonneCL 亀 lic ttelp

1024[ 300

mFKR USBMCA ControH P「ogram ―  □

SXFM Mode  MOA  ROI

EngCalib

Mem
‐  MOA
l~Meml
‐
 Mem2

=蜂 蝉

Status

X― Axis

(く 〉〉   |

〉〉くく

Snap Peak l

Print i Bq Galic l

FWHM Calic l

lCh[kev]   |

SnapShot   ■

HOo,yl P!ol ■

0.数ベクレルを追及するには、一番簡単ですが、なかなか難 しいい問題でもありますが、とにかく鉛の遮薇体を厚くする

事が一番重要なことが解 ります。ZIP―Proは底面15cm、 側面 1 0onの 鉛で遮蔽いたします。鉛0.58cm毎 ににCs-137のΥ線は

半分に成つていきます。5cmの鉛では、0.0025、 10cmの 鉛では、00000076、 15cmの なまりでは、0.0000000149に 減衰 します。
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